
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キャリア教育通信 

発行者 新垣 

発行 Ｒ2/8/１７ 

今回は、イメージマップの特集です！おなじみの思考ツールですが、 

改めて見ると新しい発見があるかもしれません、授業作りの参考としてお使いください。 

考えを広げ、意見を出す！「イメージマップ」を国語で実践！ 

裏面は「イメージマップの説明」「事例 QRコード」があります！ 

 

場面 

テーマ、学習形態は？ 
 

テーマは「漢文」で連想し、自由に

書かせていきます。個人で記入後、

ペア・グループで共有させました。 
 

イメージ 

マップ 

問題① 

 

「自由に」が難しい？ 

「自由に」となると、個人では書き

出しづらい、書けても１つ２つで止

まる生徒がいます。何か工夫が必

要だと思いました。 

準備 

 

書いた後、何を考える？ 
 

イメージマップを埋めるだけでは、

考える活動として弱いです。書い

た後、何を考えさせていくのか、授

業内容に合った想定が必要です。 

問題② 

 

問題文は読まれない？ 

書けない理由に、そもそもヒントを含

めた問題文を読んでいないという可

能性も考えられます。 

【使ってみて、生徒の変化】 

元々最初の授業で、なぜ漢文を学ぶのかを話していましたが、

手応えは少なかったです。そこで、話す前にイメージマップを書か

せた後、なぜ漢文を学ぶ？と尋ねると「昔の文に親しむと、今の文

をより理解できる」など生徒から意見が出てくるようになりました。 

他にはどんな場面、活動で使える？（例） 

感想 

振り返り 

「読む」場面でも使えます。読んで、印象に残ったこと、人の行動、自分の感情

を書き出し、順序を考えながらまとめると、自分の感想を書くことができます。 

単元のはじめと終わりに書くことで、学習成果をとらえることもできます。前後を

比べ、どこで何を学んだか、なぜそのように変わったのか振り返ります。 



 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イメージマップは、あることについて考えるとき、特定のこだわり

や、考えを広げるための制限を一旦捨て、幅広いアイデアを生み出

すために使います。 

イメージ(ウェビング)マップ  

２ 
使える場面 ： アイデアを出す 広げる 関連づける 評価する 等 

イメージマップってどんな思考ツール？ 

３つのステップを意識して使おう！ 

生活科 

イメージマップについて、他校の実践事例です！ 

校種も異なるため、使い方の視野が広がると思います。 

 

① 紙の「中心に考えを広げたいテーマ」を記入する。 

 
② テーマに関係あると思うことを周りに書き、テーマとの 

間に線を引かせる。できるだけたくさん書くようにします。 

 
なかなか書けないときは？ 

※下記、補足参照。 

③ 似たものをまとめたり、階

層化したりします。ピラミ

ッドチャートを使うと、順

位付けしやすくなります。 
 

美術 音楽 

 

・時間を制限する 

・綺麗に書かなくて

もいい 

・発想を否定しない 

 

使い方のポイント！ 

補足：「自由に」が難しいときは？ 

※「自由に」はアイデアを作る上で大切ですが、逆に難しいということがあります。 

   あらかじめ「視点」を付け足しておくと書き出しやすいです。 

☆やるべきことに気づく力 

☆人の意見を聴く力 


